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　令和６年 12 月 18 日 ( 水 )、 白河市役所にて、 白河商工会

議所と表郷 ・ 大信・ ひがし各商工会の市内４経済団体による

合同及び単会の要望書を鈴木和夫市長に手交しました。

　また、 12 月 24 日 ( 火 ) には、 内堀雅雄福島県知事に対し

要望活動を実施しました。

　なお、 要望の内容は 2 ページに掲載しています。

撮影場所：白河市役所　　撮影日：2024年12月18日…　6

鈴木和夫市長へ要望書を手交

…　2

経済界の声を
　　　　行政に届ける！



I n f o r m a t i o n  S H I R A K A W A

2

福島県知事要望

地域医療の未来へ、 
　　県南地域の救急体制強化を要請

令和６年 12 月 24 日 ( 火 )、福島市ウェディングエルティ

にて、 「令和６年度知事を囲む県下商工会議所正副

会頭会議」 が開催されました。 席上、 当所の鈴木俊

雄会頭から内堀雅雄福島県知事に対し、 次の２項目

について要望しました。

01 国道２９４号白河バイパスと国道２８９号 

交差点から以南(白坂地区方面)の早期道路

整備促進

国道 294 号は、 白河バイパス開通により白河中央 

スマート IC と国道 289 号が直線で結ばれ、 市民生活

の利便性が向上するなど、 県南地域の社会経済活動

を支えるとともに当市の発展に重要な役割を担う基幹

道路である。

しかしながら、 バイパス供用後は、 通勤時間帯や 

休日を中心に当該交差点付近で渋滞が発生し、 事故

や経済活動の遅延が憂慮されるなど、 安全で円滑な

道路交通に支障を来しているため、 早期の道路整備

促進を要望する。

02 県南地域の救急医療体制の整備拡充

白河市を含む県南地域では、 第三次救命救急医療 

機関が存在しないことから、 誰もが安心して生活できる

地域づくりを推進していくうえで 「医療」 の充実が重要

課題であり、 救急医療体制を一層充実させるため、 

下記の項目を要望する。

（１） 傷病者への直接的医療行為が可能となる 「ドクター

カー医師」 の確保と 「ドクターカー導入」 による出動　

体制の整備を促進すること。 

（２） 隣接する栃木県の 「那須赤十字病院 ( 大田原市 )」

を新たなドクターヘリ基地病院とするための協力など、

県の枠を超えた医療圏の広域連携体制を構築する 

こと。

白河市要望

地域全体のブランディング強化を！ 
　　　　　特産品開発支援を要請

01 中小企業・小規模事業者支援策の拡充・ 

強化

・ 市独自の多様性ある補助金等の支援措置を創設　　

すること。 

・ 域内需要 ・ 消費喚起のための経済対策の継続と　　

地域内資金循環型の施策を行うこと。

白河市内商工会議所・ 
商工会連絡協議会合同要望

・ オールしらかわによる 「( 仮称 ) 白河市産業祭」 を　

開催すること。

白河商工会議所単会要望

01

・ 地域ならではの商品価値をもつ新たな特産品開発の

ため、 地域独自の素材を見出すことや、 ストーリー性を

持たせた商品の新規開発を推進する取り組みへの財政

的支援を行うこと。

02 まちづくり・地域振興の推進

01 新たな特産品開発への財政的支援

01

・ 栃木県北部エリアからの周遊及び誘客のため、 しら

かわ観光ステーション内に設置している 「白河ラーメン

データベース」 を那須町の観光施設に設置すること。

02 道の駅の整備に向けた調査研究の推進

01
03 栃木県那須地域に訪れる観光客の本市へ

の誘客

・ 道の駅に関する調査研究を行うこと。
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速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
が
中
長

期
的
に
着
実
に
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
直
近
２
０
２
３
年
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
で
は
、
約
30
年
後
の
２
０
５
６
年
に
総
人
口

が
１
億
人
を
下
回
り
、
２
０
６
５
年
に
９
１
５
９
万
人
と
な

る
。
特
に
、
少
子
化
が
人
口
減
少
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
１
９
８
９
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（以
下
出
生
率
）
が
、

そ
れ
ま
で
の
最
低
を
更
新
し
た
い
わ
ゆ
る

「
１
・
５
７
シ
ョ
ッ

ク
」
（
90
年
）
以
降
、
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
少
子
化
対
策

を
実
施
し
て
き
た
が
、
出
生
率
の
低
下
に
は
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。
地
域
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
。
現
政
権
も

少
子
化
対
策
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

少
子
化
の
現
状
に
つ
い
て
、
直
近
の
厚
生
労
働
省
の
統
計

で
確
認
す
る
。
75
年
に
出
生
率
が
２
・
０
を
下
回
り
始
め
て

か
ら
低
下
傾
向
と
な
り
、
２
０
０
５
年
に
１
・
２
６
と
底
を

打
ち
、
14
年
頃
ま
で
は
緩
や
か
な
上
昇
を
示
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
再
び
低
下
し
、
23
年
に
は
１
・
２
０

と
な
り
過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
出
生
数
で
も
、
23
年
は

過
去
最
低
の
72
・
７
万
人
と
な
り
、
70
万
人
割
れ
が
目
前

と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
推
移
を
見
れ
ば
、
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
１
９
７
４
年
以
降
低
下
傾
向
を
た
ど
り
、

２
０
１
６
年
に
97
・
７
万
人
と
、
１
０
０
万
人
を
割
っ
て
か
ら

７
年
連
続
で
減
少
し
、
16
年
か
ら
23
年
ま
で
ト
ー
タ
ル
で

25
万
人
減
少
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
人
口
は
、
出
生
率
お
よ
び

出
生
数
が
低
下
し
始
め
た
１
９
７
４
年
か
ら
、
総
人
口
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
１
億
２
８
０
８
万
人
と
な
っ
た
２
０
０
８
年
ま

で
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
増
加
が
続
い
た
。
こ
れ
は

「
当

時
は

『
正
の
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
』
と
言
わ
れ
る
出
産
期
の
女

性
が
多
い
人
口
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
人
口
は
増
加
し

続
け
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
状
況
は
こ
れ

と
は
逆
で

「
出
産
期
の
女
性
が
少
な
い

『
負
の
人
口
モ
メ
ン

タ
ム
』
が
生
じ
て
い
る
た
め
，
出
生
率
の
回
復
に
か
か
わ
ら

ず
人
口
が
中
期
的
に
は
減
少
す
る
」と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、

「
負
の
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
」
が
生
ま
れ
た
の
か
。
確
か
に
、
こ

の
30
年
、
政
府
は
少
子
化
対
策
を
し
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
依
然
、
中
期
的
に
人
口
は
減
少
す
る
こ
と
が

推
計
さ
れ
て
お
り
、
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ぜ
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
関
し
て
、
出
生
数
に
お
い
て
気
に
な
る
デ
ー
タ
が

あ
る
。
前
述
の
厚
生
労
働
省
の
統
計
で
15
年
以
前
の
出
生

数
の
推
移
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
る

前
の
１
９
８
９
年
の
１
２
４
・
６
万
人
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で

の
26
年
間
で
24
万
人
減
少
し
た
。
こ
れ
は
16
年
か
ら
23
年

の
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
約
４
分
の
１
の
遅
さ
で
あ
る
。
一
方
、

１
９
８
９
年
以
前
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
例
え
ば
、
83

年
か
ら
89
年
の
６
年
間
で
出
生
数
は
１
５
０
・
８
万
人
か
ら

１
２
４
・
６
万
人
に
26
万
人
減
少
し
た
。
そ
れ
以
前
で
も
74

年
の
２
０
２
・
９
万
人
か
ら
77
年
の
１
７
５
・
５
万
人
と
、
3

年
間
で
27
万
人
減
少
し
た
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
出
産
適

齢
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
出
生
数
が
26
年
か
け

て
24
万
人
減
少
し
た
89
年
か
ら
２
０
１
５
年
は
特
異
な
期
間

に
見
え
て
く
る
。

　

こ
の
期
間
に
お
い
て
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
て
い
る
世
代
は

さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
付
き
、
あ
る
意
味
、
世
代
が
多
様
化

し
て
い
っ
た
時
期
と
い
え
る
。
し
ら
け
世
代

（１
９
５
５
年
前

後
に
生
ま
れ
た
世
代
）、
新
人
類

（
60
年
頃
生
ま
れ
）、
バ

ブ
ル
世
代

（
65
～
70
年
頃
生
ま
れ
）、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

（
70
～
74
年
頃
生
ま
れ
）、
ゆ
と
り
世
代

（
87
～
２
０
０
４

年
頃
生
ま
れ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
失
わ
れ
た
30
年
と
い
わ
れ
る
経
済
・
社
会
基

盤
が
不
安
定
化
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
各
世
代
は
価
値
観

が
多
様
化
し
た
も
の
の
、
同
時
に
基
盤
が
不
安
定
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
世
代
の
価
値
観
に
対
す
る
迷
い
が
深
ま
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
出
生
数
、
出
生
率
の
低
下

が
長
期
間
に
わ
た
り
続
い
た
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
一
方
、
「
団
塊
の
世
代
」
（
１
９
４
７
～
49
年
頃
生
ま
れ
）

で
は
社
会
・
経
済
基
盤
は
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
高
度
成

長
期
で
あ
り
、
「
一
億
総
中
流
」
な
ど
画
一
的
な
価
値
観

の
醸
成
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み

に
、
こ
の
団
塊
の
世
代
と
い
う
名
称
は
、
堺
屋
太
一
著
の
小

説

『団
塊
の
世
代
』
に
由
来
す
る
。
こ
こ
で
の

「団
塊
」
と

は
、
出
生
数
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
く
、
人
口
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
中
で
丸
み
を
帯
び
て
突
出
し
た
塊
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
特
徴
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
記
の
26
年

間
は
、
世
代
の‶

命
名
〟
の
通
り
、
価
値
観
が
多
様
化

し
、
各
世
代
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
小
さ
い
が
、
異
な
る
特
性
を

持
つ
塊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
政
治
家
の
間

で
は
、
地
域
格
差
、
所
得
格
差
な
ど
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
予
防

的
対
策
が
声
高
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
異
な
る
特
性

へ
の
対
策
で
は
な
く
、
画
一
的
な
規
制
撤
廃
、
現
金
給
付

な
ど
人
気
取
り
の
政
策
が
目
立
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の

本
質
的
な
多
様
化
す
る
世
代
の
価
値
観
に
対
し
、
網
羅
的

か
つ
効
果
的
に
寄
り
添
う
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に
少
子
化

対
策
を
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
が
自
発
的
に
コ
ミ
ッ
ト

で
き
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

文
＝
株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　

内
野 

逸
勢

な
ぜ
日
本
の
少
子
化
対
策
は

　
　
　
　

十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か

流
を
読
む

潮

急

な

潮
流
を
読
む
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4白河商工会議所会員数　2025.1.31現在　1,124事業所　

そのお悩み、専門家に 
相談してみませんか？

事前にご予約をお願いします　☎0248-23-3101

内 容 相 談 機 関 日 時

無料法律相談 吉川 幸雄 弁護士 2月18日(火) 
13時～15時

金融相談 日本政策金融公庫
郡山支店国民生活事業

2月12日(水) 
10時30分～12時

無料経営相談 福島県よろず支援拠点 2月25日(火)
10時～16時

働き方改革相談 福島県働き方改革支援センター 2月14日(金)
13時～17時

～ 専門家相談会 ～

金融業部会掲示板

常陽銀行 白河支店　☎ 0248-22-2151

CONTACT US

常陽銀行
【めぶきものづくり企業フォーラム2025】のご紹介

茨城県・栃木県を中心に150社以上の企業が集結！

【当日来場のみ参加企業を募集中】

日　　   時： ３月18日(火)　10：00～16：30
場　　   所： つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）
募 集 期 間： ３月14日(金)まで
定　　   員： なし
参 加 費 用： なし　　　　　　　　　　　
　　　　　　　※参加申込み・詳細はWEBより

お
知
ら
せ

令和６年分「確定申告」情報コーナー

所得税等　　　　　      令和7年2月17日(月)～3月17日(月)
個人事業主の消費税等  令和7年1月  6日(月)～3月31日(月)

①定額減税欄の追加
②所得金額調整控除の記入方法の変更
③子育て世代等の住宅ローン減税拡充に伴う項目追加
④申告書等への受付印押なつ廃止
⑤スマホとマイナポータル連携で便利に！

概　　　要　
合計所得金額が1,805万円以下である方が適用を受ける 
ことができる控除
 控 除 金 額  次の金額の合計金額
　　　　　   1. 本人　　30,000円
　　　　　   2. 同一生計配偶者又は扶養親族１人につき30,000円
※ 居住者に限ります。
※ 青色事業専従者である親族を除きます。　　　
◎詳細は右のQRコードより国税庁HPをご確認ください

受付期間

申告書作成における変更点

令和6年分特別税額控除(定額減税)について

個人事業主を対象に「決算・申告」の無料相談会を行っております。
確定申告書の作成、決算でお困りの皆さまのご相談をお待ちしております。

開催日　２月28日（金）・３月４日（火）・３月７日（金）・
　　　　３月11日（火）・３月14日（金）・３月21日（金）

時　　間 　午前10時～午後3時まで（正午から午後1時までを除く）
相  談  員 　東北税理士会白河支部
お問合せ　白河商工会議所　☎ 0248-23-3101

所得税・消費税の「決算申告無料相談会」のご案内【事前予約制】

1月17日（金）、シン鹿島にて「白河商工会議所青年部 令和
７年新年会」を開催しました。青年部会員をはじめ、卒業生
や来賓の皆様にも多数ご参加いただき、盛大な会となりま

した。
安田貴久会長から、これまで
の感謝を込めた挨拶があり
ました。また、会の締めくくり
には４月からの新役員が紹
介され、代表して齋藤俊輔
次年度会長から、就任にあ
たっての決意を込めた挨拶
がありました。

青年部
1月20日（月）、シン鹿島にて「白河商工会議所女性会 令
和７年新年会」を開催しました。
多くのご来賓の方々にご臨席いただき、阿部まゆ美会長よ

り「本年も女性会の団結
力で白河の発展に貢献
していきたいと思いま
す」との挨拶がありまし
た。
鈴木俊雄会頭からご祝
辞をいただき、その後は
会員同士の親睦を深め
る和やかな会になりまし
た。

女性会

新年会で会員同士の交流が深まる



I n f o r m a t i o n  S H I R A K A W A

5

　
「
第
９
回
」
渋
沢
栄
一
の
胆
力

沢
栄
一
は
孔
子
を
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
が
、

二
人
の
思
想
や
行
動
を
支
え
る
時
代
背
景

に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
共
に

下
手
を
す
れ
ば
命
を
落
と
す
乱
世
で
活
動
し
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
。

　

た
と
え
ば
孔
子
の
場
合
、
弟
子
の
子
路
は
衛(

え

い)

と
い
う
国
の
内
乱
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
斬
り
殺

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宰
予(
さ
い
よ)

と
い
う
弟

子
は
斉
の
内
乱
で
、
一
族
皆
殺
し
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

さ
ら
に
孔
子
自
身
も
、
諸
国
を
放
浪
中
に
、
彼

を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
桓
た
い
と
い
う
人
物
の
襲

撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
彼
は
こ
う
口
に
し

ま
し
た
。

「
天
は
、
私
に
徳
を
さ
ず
け
ら
れ
た
の
だ
。
桓
た
い

ご
と
き
が
私
に
何
を
で
き
よ
う

（
天
、
徳
を
予
に

生(

な)

せ
り
。
桓
た
い
そ
れ
わ
れ
を
如
何
）」
述

而(

じ
ゅ
つ
じ)

篇

　

自
分
に
何
も
疚
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
以
上
、
襲
撃

者
な
ど
何
す
る
も
の
ぞ
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て

栄
一
も
、
こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

《
明
治
二
十
五
年
の
十
一
月
頃
、
自
用
の
二
頭
立

馬
車
を
駆
っ
て
兜
町
の
事
務
所
を
出
て
、
伊
達
宗

城

（
伊
予
宇
和
島
侯
）
伯
の
病
気
見
舞
い
に
往
く

つ
も
り
で
、
江
戸
橋
通
り
と
四
日
市
町
の
通
り
と
の

交
叉
点
の
処
へ
来
か
か
る
と
、
突
然
物
陰
か
ら
二
人

の
暴
漢
が
抜
刀
で
現
わ
れ
、
馬
の
足
を
払
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
一
頭
の
馬
は
傷
つ
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、

馭
者(

ぎ
ょ
し
ゃ)

が
馬
に
鞭
を
当
て
て
極
力
走
ら

し
た
か
ら
、
一
頭
は
傷
も
受
け
ず
、
傷
つ
け
ら
れ

た
一
頭
も
ま
た
よ
く
一
緒
に
走
っ
た
の
で
、
難
な
く

そ
の
場
を
脱
し
、
一
ま
ず
駿
河
町
の
三
越
呉
服
店

に
は
い
り
、
休
息
し
た
》
『論
語
講
義
』
渋
沢
栄
一

述　

以
下
同

　

栄
一
が
狙
わ
れ
た
の
は
、
《
当
時
喧(

か
ま
び
す)

し
か
っ
た
東
京
市
水
道
鉄
管
事
件
に
関
し
、
余
は

外
国
製
品
の
使
用
を
主
張
せ
る
に
対
し
、
内
国
で

は
こ
れ
を
製
造
納
入
し
よ
う
と
企
て
た
者
が
あ
っ

て
、
そ
の
後
聞
知
せ
る
所
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
派
の

人
々
は
、
あ
た
か
も
余
が
外
国
商
人
よ
り
コ
ム
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
取
っ
て
外
国
製
品
の
使
用
を
主
張
す
る

か
の
ご
と
く
に
言
い
触
ら
し
》、
襲
撃
者
を
扇
動
し

た
た
め
で
し
た
。

　

栄
一
は
、
先
ほ
ど
の
孔
子
の
言
葉
に
ち
な
ん
で
、

次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
ま
す
。

　

《
余
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
際
に
は
確
か
に
こ
の

（「
桓
た
い
ご
と
き
が
私
に
何
を
で
き
よ
う
」
引
用

者
注
）
意
気
が
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
こ
の
意
気
は
、

内
に
省
み
て
疚
し
か
ら
ぬ
確
乎
た
る
信
念
が
な
け

れ
ば
と
て
も
起
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
》

　

私
利
を
捨
て
て
、
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
る

と
い
う
自
負
が
、
命
の
危
機
に
も
動
じ
な
い
胆
力
を

生
ん
で
い
た
の
で
す
。

 

文
／
作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

守
屋　

淳

連
載　

渋
沢
栄
一
と
そ
の
思
想
に
学
ぶ

渋
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※　　　　　は前月との比較。

建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業

全国 1.251.25倍

県内 1.251.25倍

有効求人倍率(11月)

30人
27人

57人

男：28,15728,157人
女：28,18228,182人

56,39956,399人

白河市内人口(1月)

5世帯

24,27624,276世帯

白河市内世帯数(1月)

1,659人

1,740,1651,740,165人人

福島県内人口(12月)

　県内の雇用情勢は、引き続き求人が求職を上回って推
移しており、一部に持ち直しの動きがみられる。

日本商工会議所
ＬＯＢＯ調査ＨＰ

　業況の全産業DIは前月と比べて-0.2ポイント下降しました。
　業種別にみると、サービス業は+0.5ポイント上昇しました。 
　一方で、製造業は-0.3ポイント、小売業は-0.7ポイント下降し
ました。
　建設業・卸売業は横ばいでした。
　規模別に見ると、小規模は-0.1ポイント、それ以外は-0.3ポイ
ント下降しました。

2025年1月LOBO調査

白河商工会議所管内の業種別業況

　建設機械販売やレンタル、仮設足場が主な事業であった共和建商さん
ですが、今回は「第10回ふくしま産業賞特別賞」を受賞された「調圧ルー
ム」をご紹介します。
　調圧ルームとは減圧と加圧を繰り返すことで、体内に取り入れる酸素量
を増やし、血流を改善させる仕組みを活かしてヒト生体治癒力を向上さ
せる装置です。心拍数はそのまま、徐々に体温を上げられるため、疲れる
ことなくエネルギーを溜め込むことができます。
　特にスポーツ選手などは疲労やケガからの回復を促進するばかりでは
なく、自律神経に作用し精神面のケアにも効果的です。また、疾患の改善
につながる事例もあり、さまざまな効果が期待できます。
　8つの国内特許を取得しており、白河市から健康を発信したいという思
いで事業の発展に向けて取り組んでいます。
　「会報を見ました」と声をかけていただくと1日無料で体験できます。
ぜひ一度お試しください！

follow Me！

事 業 所 情 報

事 業 所 名
代 表 者 名
事 業 内 容
所 在 地
連 絡 先
定 休 日
営 業 時 間

株式会社 共和建商
増子　国安
建設機械販売、レンタルリースなど
白河市田島舘ヶ崎4-1
0248-29-2231
火曜日
9：00～18：00

わが社のイチ推し

今月のイチ推しは「株式会社 共和建商」さん

イチ推し！

▲ 調圧ルーム「Re KaRaDa」

白河商工会議所調査報告

調圧ルーム

－

－


